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新しいニチジュウスタイル



余白

動物とヒトを繋ぎ、都市と地方を繋ぐ架け橋はヒト自身です。
未来につなげるにはヒトとヒトとの繋がりを大切にしなけれ
ばならず、本大学にとって「繋がり」は強みです。その強み
を一言で表すと「Hello」。
獣医と生命科学の情報発信拠点たる我々が世界にHelloと呼び
かける必要があるのです。
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新型コロナウイルス感染症により皆様の生

活に多くの影響が出るなか、日本獣医生命

科学大学では前期の授業を一部の実習を

除き遠隔授業にて実施してまいりました。後

期におきましても、学生や教職員の安全を第

一に考え、現時点においては前期に引き続

き、一部対面授業を含みながらも遠隔授業

を中心とした実施パターンを継続することと

いたしました。学生の皆さんが不利にならな

いように、また学生の声に耳を傾けながら、

大学として最大限配慮するとともに、感染拡

大防止に努めてまいりますので、皆様のご理

解、ご協力をお願い申し上げます。

さてそうした状況の中におきましても本学

では「新しいニチジュウスタイルの構築」に

向けて、先生方の大変な努力により、様々な

取組みに着手しております。授業の様子を撮

影し、それがそのまま電子教材となるような

「講義収録システム(仮称)」を講義室に４室

設置します。またＷＥＢ会議システムを利用し

たリアルタイムな授業や遠隔相談(オンライ

ンカウンセリング)を実施します。さらに、

今後予定されている獣医学の教育評価及

び国際認証の取得、動物医療センターの電

子カルテシステムや富士アニマルファームを

利用したオンライン化を計画するなど、コロ

ナ禍におきましても新しいニチジュウスタイ

ルの構築に向けて、ＩＣＴを基盤とした新たな

学修支援(授業外学修等)や学生生活支援

の在り方を推進することにいたしました(写

真はWEB会議システムを利用した会議に

参加する様子)。

令和２年度の事業計画における基本方針

は「日本獣医生命科学大学に集う全ての力

を結集」と定めております。学生、教職員、並

びに保護者の皆様や同窓生の皆様の力を

結集して、この難局を乗り越え、新しいニチ

ジュウスタイルの構築を進めてまいります。

ご協力をよろしくお願いいたします。

大学では例年学事予定を作成しますが、今年度は何度

も書き換えられ、講義開始は5月4日となりました。幸い

なことに本学では5年前から、インターネットを介した授

業資料の閲覧、レポートの提出、テストの実施を可能とす

る学修支援システム（LMS）を導入しています。遠隔授

業プロジェクトチームと教務課の協力体制のもと、アン

ケート調査を行い、学生のニーズに合った「音声付き授

業資料」や「講義動画」の作製を推進し、大学全体とし

てオンデマンド型を中心とした遠隔授業を実現しました。

これにより学生はPCやスマホからLMSにアクセスし、音

声ないし動画を繰り返し視聴しながら学修を進めること

ができます。一方、実習は6月15日まで開始が遅れまし

※写真は遠隔授業プロジェクトチーム 柿沼美紀教授とともに

たが（この時点で対面授業の実施は全国の大学で3割

程度）、講義をオンデマンド型に切り替えたことで、午前

から午後にかけて分散型の実習を実施することがでまし

た。年度初めの大学報で、大学が危機を乗り越えるため

には関係者の一致団結が必要と書かせていただきまし

た。保護者のご協力と教職員の努力により、コロナ禍に

あっても講義と実習を実施でき、学生からこの方式が支

持されていることは有り難いことです。今後は教員と学生

間のコミュニケーションや個別指導を促進するため、す

でに実施されているオンラインリアルタイムの授業を充実

させ、感染防衛に徹した対面講義も一部実施する予定

です。ご協力をよろしくお願いします。
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ニチジュウの遠隔授業 特集



ニチジュウの遠隔授業は学修支援システムを活用し、行っています。

学修支援システムとは、大学の授業運営を効果的に支援するシステム

のことで、他大学でも広く導入されています。本学では、平成27年に導

入が決定され、翌年、本格的に稼働しました。

【特長1】見やすい！履修に対応した表示 【特長2】使える！さまざまな機能

学修支援システムは、各学

生が履修している科目の一

覧が時間割に沿って表示さ

れます。

【特長3】いつでも！どこでも！学習可能

学修支援システムには多くの機能が備わっており、

教員が科目ごとに設定した機能を使い、学生は資料

の閲覧やテストの受験ができます。

≪主な機能≫

資料…PDFや動画など、授業資料を閲覧する

ことができます。

レポート…レポートを提出することができます。

テスト…システム上でテストの受験ができます。

アンケート…授業評価などのアンケートに回

答できます。

≪その他の機能≫

e-learning/掲示板/フィードバック/グループワーク

/クリッカー/講義概要/成績参照/FAQ/Q＆A/お知

らせ など

学修支援システムへは、大学にいなくて

も、いつでも、どこでもログインすることが

でき、好きな時間、好きな場所で学習す

ることができます。

また、スマートフォンからも資料の閲覧

やテストの受験が可能です。

新しいニチジュウスタイル① 授業へのサポート

“withコロナ”の時代。
ニチジュウのこれから

この度、本学でも動画配信システムを導入すること

になりました。

この動画配信システムを利用すると、講義風景とス

ライドを2画面とし、受講者は両方を同時に視聴する

ことができます。

これまで、各教員が用意した機材を使用し、前期

の遠隔授業を行っていました。また、本学には専用設

備がないため各研究室や自宅で資料作成や動画収

録を行うなど、試行錯誤を重ねてまいりました。

この動画配信システムで、教員がより簡単に

コンテンツを作成することができ、遠隔授業

においても質の高い講義をより多く、学生へ

届けることが目的です。

また、後期はいくつか対面授業が計画されています

が、止むを得ず欠席した場合の補講にも展開が計画

されています。

実際に対面授業を行っている講義室の隣の講義室にもスライド

とマイクの音声が入る仕組みを導入し、学生がお互い距離を保ち

ながら対面授業を行う施設の整備も順次進めています。

【取組1】遠隔授業へ

【取組2】対面授業へ

使い方は、入学時のオリエンテーションで学びます。
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学生の見えないストレスや様々な悩み、例えば学生生活を送る中で感じる心配なこと、不安なこと、

落ち込むこと、いらいらすること、家族や友人のこと等について、誰かに話してみたい、そうした学生の

心に、声に向き合うためにも、対面だけではない多様な学生生活支援のチャンネルとして実施します。

学生支援課キャリア支援相談室では、WEB面談によるキャリアカウンセリングを実施しています。

対象：各学科最終学年、獣医学科5年次、他学科3年次学部生、大学院生

申込方法：

希望面談日前日の9時00分までにメール予約。

syushoku@nvlu.ac.jp

実施日時：月～金曜日

①10:00～10:30 ②11:00～11:30

③14:00～14:30 ④15:00～15:30

⑤16:00～16:30

※金曜日のみ⑤は予約不可

【取組４】キャリアカウンセリング

環境が整い次第

実施します。

ご利用ください。【取組2】臨床心理士によるカウンセリング

【取組１】担任相談

【取組３】昼休みの学生相談

コロナ禍の中で学生諸君は大変な思いをされていると思います。特に、1年生は期待していた学生

生活が送れず、友だちも作れず、部活動もできず、様々な我慢を強いられていると思います。

学生部では東京都内の感染者の発生状況を注視しながら、様々な制限を徐々に緩和することに

なっています。何か困ったこと、判らないことがありましたら、どうか気軽に学生支援課、学生相談室

を利用してください。

学生部長 竹村 直行

学生相談室長 吉田 充

遠隔授業を受けている学生は、実際のところ、本当はどう思っているのか…！？
今回は大学報取材初の、オンライン会議システムを用いて取材しました！

Q. どこで遠隔授業を受けてる？

A. 自宅の自分の部屋で受けています。遠隔授業が始まるからといって、新しく購入したものはありません。

Q. 遠隔授業に思うことや、これから期待することを教えて！

A. 遠隔授業だと先生方と直接お会いすることができないので、距離感が近いと安心できます。また、最初は先生方もきっと慣れていなかったのだと思いま

すが、授業の日なのに教材が上がっていないことがありました(笑)最近はそれもなくなり、先生方の工夫を動画からもものすごく感じます。大変だと思いま

すが、後期も色々な方法で授業が受けられると良いなと思っています！

Q. 例えばこれからもずっと遠隔授業が続いたら？

A. それは正直ちょっと辛いかもしれません…(笑) 友人たちにも会いたいですし…。それから、図書館で

本に触れる機会が欲しいですね。前は先生のおすすめ本を探しに行ったりしていたけれど、最近はイン

ターネットで答えを求めるようになってしまいました。ネットで完結してしまうのは寂しいので、図書館で探

したいです。

Q. 遠隔授業の良い点は？

A. 自宅から大学まで片道1時間弱かかるので、通学時間がなくなり、他のことに使える時間が増えたの

は良いことだと思います。それから、授業の内容は対面授業より理解できています(笑)周りに人がいなく

て集中できるからだと思います。

獣医学科4年次
中村圭吾さん

特集

新しいニチジュウスタイル② オンラインカウンセリング

※動画配信システム

イメージ

実際どうなの？遠隔授業

学修支援システムとは？



新型コロナウイルスの影響で、遠隔授業を行うことを余儀なくされ

た令和2年度前期。大学にとっても、初めての試みです。今回は、各

学科の授業科目をご紹介します。

＜獣医免疫学＞

獣医学科 3年次 必修科目
担当：塚田晃三教授（獣医病理学研究室）

土田修一教授（比較細胞生物学研究室）
倉田修教授（水族医学研究室）

免疫学は、臨床および基礎を問わずすべての分野に関連する自己・非自

己認識機構を体系的に理解するものである。免疫機構の特徴である特異

性、多様性、記憶および寛容の機序を理解し、各種疾患（感染症、腫瘍、免

疫不全、アレルギー、自己免疫性疾患等）および臓器移植における免疫機

構の役割について知る。また、免疫機構を活用したワクチンや免疫療法の原

理・技術に関する知識を習得し、他の教科との関連付けができる応用力を

身に付ける。

講義ができるまで

①講義資料（スライド）の準備（30分〜1時間）

昨年度使用したものをベースに、新しい情報を取り込む。

ただし、新たに作る場合は数時間必要。

②資料の説明事項の整理(4～6時間)

各スライドで話す内容を考えてシナリオを作成。対面授業で

は説明を繰り返したり、少し脱線して背景を紹介して理解を

深めてもらうようにしているが、動画の視聴時間が長くなるた

め、別途準備。

③動画撮影（1時間〜2時間）

スライド1枚毎に動画を撮影。作ったシナリオをパソコンに映

し、スライドを入れる位置を確認しながら、内蔵カメラで動画

を撮影。担当が誰か分かるよう、顔出ししている。

④動画編集（1時間）

動画編集ソフトを用いて動画、音声

及びスライドの貼り合わせと切り取

り。集中力が切れないよう、なるべく

20分以内の長さに編集。

⑤YouTubeへ登録（15分）

限定で公開。登録が短時間、登録後の動画修正が簡単、誰でも使い

やすいという点から、YouTubeを使用。

⑥学修支援システムへ登録（30分〜1時間）

動画資料、スライド資料、理解度チェックテスト、質問受付等を登録。

シナリオ作成に時間をかけ、動画はな

るべく20分以内に収める。

担当が誰か分かるように、顔出し。

今や多くの人が日々使っている

YouTubeを使用して、講義を手軽に。

マイクの入手が困難だった時期、たまたま行っ

たスーパーの文具売り場でマイクを発見！なん

と1,000円ほどで購入できたそうです。

以前、授業アンケートに「早口です」と意見があったため、ゆっくり喋

るよう心がけて動画を撮影したところ、今年のアンケートには「2倍

速でちょうど良い」と書かれていたのだとか。速さは難しいですね。

動画編集ソフトは、FD委員会で動画教材作成について勉強した際、

他の先生がおすすめしていたものがたまたま自前のパソコンに入っ

ていたとのこと。ソフトの使い方もその時習っていたので、難なく使え

たそうです。

動画は、自宅で家族が寝静まった夜に、一人で部屋にこもっ

て撮影していたそう。夜中までかかったこともあったとか。

マイクの入手先はなんと〇〇…！

今年はゆっくり喋って撮影したら…

FD委員会の動画教材作成のノウハウが活かされた！

夜な夜な一人で動画撮影

新型コロナウイルスが落ち着いても動画

教材を活用していきたいと思います。並行

して行う対面授業では質問＆解説や、科目

に関する最新知見の紹介などを行える時

間にできると理想的です。動画教材はなる

べく自分が考えるイメージに近いものを作

るようにはしましたが、受講生の希望に沿っ

ているか不安です。授業アンケートで積極

的に意見を寄せてほしいと思います。

＜野生動物学＞

獣医保健看護学科 1年次 必修科目

担当：山本俊昭准教授、嶌本樹助教

（獣医保健看護学応用部門 保全生物学研究分野）

野生動物学は複数の学問領域にまたがった応用的学問であ

る。生態学だけでなく、形態学、繁殖学、遺伝学、生理学などを

総合的に学ぶことによって動物の生態特性を理解する。さらに、

具体的な保護・管理を行う上での具体的な方法を挙げながら、

日本の野生動物に関する課題について考える。

全員がスムーズに講義を受けられる

よう、時間をかけて事前の動作確認。

学生との距離を縮めるために、積極的

なコミュニケーション。

理解が深まるよう、学修支援システム

の機能もフル活用。

1年次学生は大学入学後、すぐに遠隔授業になり、大学にも慣れていない状態。

少しでも距離を縮めて、講義が楽しくなるように、「チャット欄」を活用。最終講

義では時間に余裕があったので、プライベートに関する質問も受け付けたとこ

ろ、音楽や趣味の話で大盛り上がり！趣味が気になる方は、直接嶌本助教まで

どうぞ！

趣味でパソコンに触れる機会が多いため、その知識

が遠隔授業にすごく活きたそう。教員からやり方を聞

かれることもあるのだとか。ヘッドセットなどももとも

と持っていたため、ほぼ自前のもので対応できたそ

うです。ヘッドセットは壊れかけのためNGとのことで、

今回は見られず…！

最初は顔を見せずに講義を行っていたのが、ある時から顔出

ししたところ、学生の反応が良かったそう。顔を出した方が、学

生にとっては講義を受けている実感があるのでしょうか…？

リアルタイムでもオンデマンドでも、学生にはパソコ

ンの画面を長時間直視することを強いてしまいます。

事情が事情ですので致し方ありませんが、少しでも

気が紛れるように講義内容を工夫してみたり、こま

めに休憩を取るのも必要かもしれません。新型コロ

ナウイルス感染症の拡大は未曽有の事態であり、

私たち教員も分からないことばかりです。そのため、

私もトライアンドエラーを繰り返し、手探りでより良

い講義の仕方を模索していきたいと考えています。

最初は顔出ししていなかったけれど…

チャット欄で大盛り上がり…！？

趣味のおかげで遠隔授業にも難なく対応

獣医学科 水族医学研究室
倉田修 教授

①Cisco Webexの使用方法についての学習と資料づくり

(4時間)

・研究室の学生を相手にCisco Webexの使用方法を学習。

・使用方法をまとめた資料を作成し、学生に配布。

②Cisco Webexの動作チェック(9時間)

・野生動物学に限らず、座学の講義が行われる獣医保健看護学

科1～3年次学生を対象に、3日間、合計9時間の時間を使って、

音声や映像が問題なく見聞きできるかを確認。音声トラブルが多

かったが、「チャット欄」を使って指示を行い、解決。

③Cisco Webexを使用してリアルタイム配信

・学生の負担にならないよう、1時間程度のリアルタイム配信で講

義を実施。1年次学生の講義ということもあり、

・「チャット欄」を活用して学生たちとコミュニケーション。チャットで

来た質問に、その場で答える“生配信者”スタイル。

④配信した講義動画を学修支援システムへ登録

・出席できなかった学生や、繰り返し見返せるよう、配信した講義

動画を学修支援システムへ掲載。

・各講義ごとに質問箱を設置し、必須の小テストも登録。学修支援

システムの機能をフル活用して、理解が深まる仕組みを作成。

講義ができるまで
獣医学科3年次開講科目

野生動物学

獣医免疫学

獣医保健看護学科1年次開講科目
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獣医保健看護学科
獣医保健看護学応用部門 保全生物学研究分野

嶌本樹 助教

ニチジュウの遠隔授業 特集



講義ができるまで

講義ができるまで

＜食品化学＞

食品科学科 2年次 必修科目

担当：松石昌典教授（食品化学教室）

食品の微量成分の役割、及び食品を構成する成分が

貯蔵、加工中にどのように反応し、食品の品質を向上

させたり低下させるかを学ぶ。これにより、食品成分や

その反応が食品の栄養・おいしさ・安全性にどのように

関わるかを理解する。

＜基礎実験動物学＞

動物科学科 1年次 必修科目

担当：藤平篤志教授（実験動物学教室）

動物倫理に配慮した動物実験について学び、マウ

ス・ラットを中心に各種実験動物の特性についても

学習する。

これまで板書で行っていた講義も

これを機にすべてパワーポイントに。

学生からの要望に臨機応変に対応。

時には身振り手振りも交えて、より分

かりやすく。

機材も色々試して、やっと落ち着いたこの形

最初はノートPCを使用していたものの、内蔵マイクの性能があまり

良くなく、ヘッドセットを購入。しかし、最初購入したものがパソコンと

の相性が良くなく、ゲーム用のものを再度購入したそうです。外部会

議用に購入していた広角ウェブカメラも使用し、見やすく、聞こえやす

くなりました。「学生から意見をもらったおかげで、皆が困らないくら

いにはできたかな」とのこと。

食品科学科教員で情報共有

Microsoft Teamsでの講義動画作成方法は、

遠隔授業プロジェクトチームメンバーでもある戸

塚教授が食品科学科教員にやり方を教えてくれ

たのだとか。

学修支援システムの機能をフル活用したかった

けれど…？

学修支援システム上で毎回小テストを行いましたが、全角、半角の

違いや記号のわずかな違いで不正解となるため、筆記とはまた違う

難しさが。ディスカッションを使って授業内容の質問をできるように

したものの、あまり活用がなかったそう。全学生が見られることが利

点ですが、なかなか思うようにいかず。後期に期待です…！

これまでのようにオンデマンドでやるので

あれば、とにかく学生の興味を引き、かつ、

わかりやすい授業にしていきたいと思います。

また、「動画を何度も再生出来て講義内容

の理解が深まった」という意見が多数ありま

したので、このようなオンデマンド授業の良

い点をオンラインでの授業あるいは対面授

業と組み合わせられればと思っています。

ラインでの授業あるいは対面授業と

組み合わせられればと思っています。

遠隔授業が始まった時、ちょうど世間もリモー

トワークが推奨され、マイクなどのPC周辺機

器の需要が高まっていました。ヘッドセットを

買おうにも、どこも売り切れ。発見しても2～3

万円するものだったり…。今使っているものは

4,000円ほどでゲットしたそうです。

小テストの際にシステムエラーが起こったことが。その時に

は大量のメールが送られてきて、対応にひと苦労だったとか。

学生の反応が分からないので、専門用語を解説なく使って

いないか？などの不安が常にありながら全講義が終了。試

験結果は例年通りでホッとしたそうです。

色々あったけど、試験結果が例年通りでひと安心

苦労して手に入れたヘッドセット

システムエラーで学生から大量にメールが…！

今まで使ったことがなかったけれど…

今までOneDriveやZoomなど、その存在は

知ってはいたものの、使う機会は少なかったそ

う。遠隔授業になったことを機に、駆使するよう

になったのだとか。便利な世の中になりました。

前期は14回の講義の途中で3回の小

テストを行いましたが、後期は学習効果

を考慮して毎回の講義後に確認テストを

準備するのが良いと思っています。
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動物科学科 実験動物学教室
藤平篤志 教授

①講義資料を今年用に修正(1～2時間)

昨年度使用していた講義資料を今年度用に修正。

情報が古くないか、間違いがないか入念にチェック。

②Zoomの録画機能で動画を作成・編集・確認(2時間)

・遠隔授業開始当初は、実験室などで実際にスライドを投影し

て撮影していた。しかし反射してしまうなどの不具合が起きた

ため、断念。第3回からZoomの録画機能を使用して作成する

ことに。

・通常の講義よりも口を大きく開けてハッキリと話すように、ま

た、声の音量についても収録後の音声を確認して適切なもの

になるように気をつけている。

・音声の編集はせず、詰まったり言い間違えがあってもあえて

そのまま使用。対面授業のような臨場感を出せるよう心がけて

いる。

③学修支援システムへの掲載依頼、システム掲載通知受け取り後の掲載動画内容確認(1時間)

教務課を通して法人のICT推進センターへ掲載を依頼。2～3日後に掲載完了の通知を受けたら、動作チェック。

①講義資料をパワーポイントで作成(2～5時間)

・既存のものの編集の場合は2時間程度。

・パワーポイントになっていなかったものは5時間ほどかけて新

しく作成。

②Microsoft Teamsを使用し動画作成（2時間）

・第7回の講義までにアンケートを3回行い、学生の学習環境

や要望、意見を収集。その結果、当初はパワーポイントに音声

をつけていたが、中盤からMicrosoft Teamsを使って動画を

作成することに。

・本番の前には必ずリハーサル。

・学生の顔は見えないが、その場にいるかのように語りかけるこ

とを心がけている。

・講義資料だけでなく、時には模型を使ったり、身振り手振りを

加えて補足説明。

③学修支援システムへ掲載（30分程度）

ICT推進センターを通じて学修支援システムに動画掲載。

動物科学科1年次開講科目 食品科学科2年次開講科目

基礎実験動物学 食品化学

動画がきちんと流れるか、不備がないか、

最終確認を怠らない。

完成までの所要時間は4～5時間程度。

動画作成は慣れたらお手のもの。

あえて音声を編集しないことで、

臨場感を演出。

食品科学科 食品化学教室
松石 昌典 教授

ニチジュウの遠隔授業 特集



The road to specialist

学生編

本学の教育理念は
「愛と科学の心を有する質の高い獣医師と専門職及び研究者の育成」。
獣医、獣医保健看護、動物、食品に関する専門職(スペシャリスト)
の道を歩むことを目指す学生の活動と既に歩んでいる卒業生の活躍を紹介します。

長嶋 透(Toru NAGASHIMA)
1988年 3月
日本獣医畜産大学獣医畜産学部経営畜産学科卒業

1989年 4月
家業に従事（酪農）

2010年8月
牧場法人化に伴い、株式会社長嶋代表取締役就任

実習生4名がいます。肉用素畜販売

(150頭)、生乳販売(1800t)と、各種

の作業請負を行っています。それか

ら、自給飼料用のデントコーンを

18ha作付けしています。

――ファームサポートかとり株式会社

の事業内容を教えてください。

酪農家5名の出資で発酵TMR 

(Total Mixed Rations：完全混合飼

料)センターを設立し、飼料作物コン

トラクターをする会社です。

乳牛500頭の発酵TMR製造と、稲

WCS(稲発酵粗飼料)の収穫作業

(70ha)、デントコーン作業(15ha)を

行っています。

――ファームサポートかとり株式会社

を立ち上げようと思ったきっかけはな

んですか？

地元の千葉県香取市で生産される

稲WCSをいかに使い込んでいくかと

考えた結果、発酵ＴＭＲセンターの

設立にたどりつきました。

――会社を立ち上げるまでに苦労され

たことがあれば教えてください。

いくら品質の良い発酵ＴＭＲを製

造しても、コストが高くては意味が

ありません。コストダウンには苦労

しました。

――大変だったことを教えてください。

購入飼料で約20年、牛乳生産に勤し

んできましたが、地域で増える耕作

放棄地や水田で飼料を作ることで、

酪農の社会的責任を実感しています。

――最後に、経営者として心がけてい

ること、または大切にしていることを教

えてください。

乳牛は、穀物や野菜の生産できな

い土地での牧草栽培や耕作放棄地で

栽培された飼料、食品製造副産物等

の人類と競合しない物から私達に価

値の高い「牛乳」を与えてくれてい

ます。「牛乳」は飲用だけでなく、

バターや粉乳となって保存食となり、

ヨーグルトなど健康維持に必要な食

品でもあります。チーズは奥の深い

食文化を与えてくれています。この

ような「牛乳」生産に携わることを

誇りに思っています。

――ありがとうございました！

ある1日のタイムスケジュール

5：00 牧場の作業指示

8：00 ファームサポートかとり株式会社

出社し、作業指示

13：00 打合せ、商談等

17：00 牧場に戻り、作業
獣医生命科学研究科 獣医保健看護学専攻

博士前期課程1年次 植村 光希

植村 光希(Mitsuki UEMURA)
獣医生命科学研究科
獣医保健看護学専攻 博士前期課程1年次
獣医衛生学研究室所属

▲学部生時代には多くの資格を取得しました！

卒業生編
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――植村さんは沖縄県出身ですが、本

学に入学を決めたのはなぜですか？

沖縄県にも動物看護師の資格を取れる

専門学校はありますが、4年制大学で動

物看護について詳しく学びたいと思いま

した。また、獣医学科があり、教職課程や

学芸員課程があるところも魅力でした。

実際に教職課程を履修し、教員免許を取

得しました。

――東京に出てきて、苦労したことは

ありますか？

一人暮らしです。大学進学を機に始め

ました。家探しや家具・家電について大学

生協の方にもフォローしていただき、本当

にありがたかったです。

――逆に一人暮らしをして良かったこ

とはなんでしょう？

時間を自由に使えることです。また、実

家にいた頃と比べて、自立したと感じてい

ます。

――大学院への進学を決意したのはい

つ頃でしょう？

大学3年生の半ばくらいだったと思いま

す。研究室配属後1～2か月経った頃で

しょうか。

――何かきっかけはあったのですか？

3つあります。1つ目は、研究って面白い

なと思ったからです。研究は、苦労した分

だけ実験が成功した時の喜びや達成感

を得られます。2つ目は、大学院生の先輩

のようになりたいと思ったからです。

先輩は学会発表や論文投稿をしたり、私

に実験を教える時も専門的な内容を事

細かに教えてくださいました。私にとって

先輩は憧れです。最後に、進学を決意し

た理由に母の存在があります。母は私が

小学生の頃に乳がんで亡くなりました。

がんになる遺伝子を持っていると分かれ

ば、がんになるリスクを最小限に低くする

措置をとることが出来ます。イヌでは、乳

腺腫瘍が雌イヌの全腫瘍に占める割合

が約40%に達すると言われており、これ

ほど多く乳腺腫瘍を発症する動物は他に

知られていません。イヌの乳腺腫瘍関連

遺伝子の働きを調べることで、予防や治

療に活用できると考えました。さらに、イヌ

で実証された実験がヒトのがん研究に役

立てばと思い、進学を決意しました。

――植村さんは学会で発表を行うなど

の研究活動の功績が認められ、昨年度

欅賞を受賞しましたね。大学院修了後

は、どのような進路をお考えですか？

色々と考えた結果、企業就職を考えてい

ます。製薬関係、なかでもCRO業界(開

発業務受託機関)を視野に入れています。

教員免許は、後輩ができた時の指導など

にも活かしていきたいです。

――ありがとうございました！

――本学を卒業されてから約1年間、

研究生としてどのようなことをされて

いたのですか？

英語力を身に着けたくて、オーストラリ

アの牧場で働きました。半年間、費用を

工面するために先輩の養豚場に住み込

みで働き、アルバイトを掛け持ちしながら

貯金をして、ワーキングホリデー・ビザで

数カ月間オーストラリア・ニューサウス

ウェールズ州の牧場に住み込みました。

養豚場での経験は、畜産経営について

多くのことを学ばせていただきました。

一昨年、オーストラリアに牛の買い付け

に行った時は、30年前の渡豪経験が役

立ちました。

――海外の酪農を実際に体験されたの

ち、ご実家の牧場で酪農に従事された

のですね。“家業(酪農)を継ぐ”ことに

対して、どう考えていましたか？

酪農家の長男として育てられたの

で、漠然と将来は酪農をするものだ

と思い込んでいました。高校生の時

は他の進路も考えましたが、私に実

力がありませんでした。

――2010年に牧場を法人化されてい

ますが、株式会社長嶋の事業内容につ

いて教えてください。

搾乳牛180頭、育成牛40頭の牧場

を経営しており、従業員5名、技能実
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株式会社長嶋 代表取締役

ファームサポートかとり株式会社 代表取締役

長嶋 透



武蔵野賞
各学科各学年で、学業成績が特に優秀で、人物が優れている3名に対し、与えられます。

2年次 首席/天海 夏音さん 次席/石田 麻佑子さん・樋口 雅世さん

3年次 首席/駒村 衣美さん 次席/小林 光さん・塩田 萌恵さん

4年次 首席/鈴木 遼太郎さん 次席/石田 南さん・石田 悠華さん

2年次 首席/澤田 梨音さん 次席/池田 実園さん・大山 ひかりさん

3年次 首席/関 千晶さん 次席/江島 礼紗さん・鈴木 みやびさん

4年次 首席/渡邊 優菜さん 次席/鈴木 円香さん・服部 愛さん

2年次 首席/平岡 明日香さん 次席/石上 季里さん・石川 晏名さん

3年次 首席/小柳 達也さん 次席/杉山 詩織さん・松山 莉那さん

4年次 首席/浅田 ゆりさん 次席/坂下 帆乃夏さん・津田 水希さん

獣医学科

2年次 首席/石田 樹さん 次席/石原 明歩さん・瀧本 まどかさん

3年次 首席/金山 涼音さん 次席/酒井 清奈さん・鈴木 友輔さん

4年次 首席/田原 果凜さん 次席/小野沢 萌さん・德長 ゆり香さん

5年次 首席/漆山 尚也さん 次席/漆山 文也さん・大矢 真里奈さん

6年次 首席/鈴木 天音さん 次席/菅野 はるかさん・木村 留華さん

獣医保健看護学科

動物科学科

食品科学科

定期試験対策を教えてください！Q 勉強の合間のおすすめリフレッシュ方法は？

獣医学科2年次 石田 樹さん

時間がなかったため空き時間を利用
していました。

獣医保健看護学科2年次 天海 夏音さん

Q

友達と一緒に話し合いながら勉強します！

授業中に作ったノートの内容をひたす
ら覚える！

動物科学科2年次 澤田 梨音さん

毎授業ごとに自分なりにまとめておくこと
でテスト前に効率的に勉強しています。

食品科学科2年次 平岡 明日香さん

ぼーっとする、絵を描く、歌う
（獣医学科3年次 金山 涼音さん）

世界の絶景スポットの画像をひたすら眺めています。
（獣医学科4年次 田原 果凜さん）

音楽を聴いたり、YouTubeで動画を見ることです！
（獣医保健看護学科3年次 駒村 衣美さん）

飼っているペットたちと遊んで癒されています。
（動物科学科3年次 関 千晶さん）

数分間昼寝する事です。
（食品科学科3年次 小柳 達也さん）

下級生へ勉強のアドバイス！Q
一度では身につかないので、復習を！

（獣医学科5年次 漆山 尚也さん）

実習へGo！ポイントが分かるようになります。
（獣医学科6年次 鈴木 天音さん）

好きな科目は全力投球！他の科目も気を抜かずに。
（獣医保健看護学科4年次 鈴木 遼太郎さん）

復習に力を入れる！理解しやすいノートを作り直す！
（動物科学科4年次 渡邊 優菜さん）

自分なりにまとめて整理を！
（食品科学科4年次 浅田 ゆりさん）

生命科学総合研究センターが一新

一号棟(本館)、工事中

一号棟が国の登録有形文化財(建造

物)への登録を受け、文化財保護の観

点から、建物上屋の耐震化、建物基

礎の補強、建物周囲の環境改善を行

うこととなりました。

建物基礎の補強では、老朽化した

既存基礎を撤去し、新設します。そ

動物科学科 倉岡睦季助教が「令和2年
度日本実験動物学会 奨励賞」を受賞

の際、建物を現在の場所から4ｍ程

度移動が必要となり、2020年10月

現在、移動に向けて作業中です。

移動には、建築物をそのままの状

態で移動する「曳家」という建築工

法が用いられます。全ての作業は

2021年度末に完了予定です。

本学動物科学科 倉岡睦季助教が、 「イヌ
筋ジストロフィーモデルにおける新規の治療
評価指標開発を目指した研究」に対して、日
本実験動物学会より令和2年度日本実験動物
学会奨励賞を授与されました。

本学獣医学科常盤俊大講師が、「寄生性カリ
オスポラ属原虫の系統分類からみた鳥類宿主へ
の適応過程」に対して、公益財団法人日本科学
協会より2019年度笹川科学研究奨励賞を授与
されました。

獣医学科 常盤俊大講師が「2019
年度笹川科学研究奨励賞」を受賞
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詳しくはこちら▶

評価が高かった科目の特徴は…

・動画がうまく活用されている
(講義だけでなく、顔出しや肉声による声かけ含む)

・双方向性が確保されている(メールやチャット、レポートの評価など)
・小テストやレポート課題が充実している

第3回遠隔授業実施に伴うアンケート
【調査日】令和2年6月29日～7月13日
【実施方法】WEB回答(学修支援システムアンケート)
【調査対象】全学部学生(1,681名）
【回答率】39％

人と接する機会が少なくなってきたから、
繋がりが感じられると安心するね。

遠隔授業について、学生の皆さんの声を聞きました。
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平成28年2月に設置された生命科

学総合研究センターは、令和2年5

月に4つの部門等からなる総合研究

プラットフォームに一新されました。

当センターは、優れた研究環境と

高い研究水準を誇る国際研究拠点の

形成、さらなる研究力強化の推進、

イノベーション創出に向けた産学官

連携の推進を行い、具体的には、

①本学独自の研究シーズの育成及び

社会への発信の支援、②研究業務に

関わる人材の育成と活用、③分野横

断型の研究コンソーシアムの立ち上

げを目指しています。



Related Hashtags： #ご投稿くださった皆さま #ありがとうございます #次回もまた投稿してね

＃私の新しい生活様式

nichistagram

#猫との生活始めました。
#自宅での勉強 #組織学

Daifuku

#E111 #これから消毒
#いつもありがとう

jimu_nvlu

Hello,we are NVLU(ニチジュウ) -日本獣医生命科学大学報-第72号(2020年10月号) 2020年10月22日発行
協力(以下敬称略)／学生：中村圭吾 植村光希 石田樹 金山涼音 田原果凛 漆山尚也 鈴木天音 天海夏音 駒村衣美 鈴木遼太郎 澤田梨音 関千晶
渡邊優菜 平岡明日香 小柳達也 浅田ゆり
卒業生：長嶋透(株式会社長嶋/ファームサポートかとり株式会社)
教職員：清水一政 鈴木浩悦 竹村直行 吉田充 倉田修 嶌本樹 藤平篤志 松石昌典 常盤俊大 倉岡睦季 原康
その他ご協力いただいた皆様ありがとうございました！
表 紙／佐藤千尋
編集・発行／日本獣医生命科学大学 IR推進委員会

(編集委員)渋井達郎 近江俊徳 野瀨出 知久和寛 高橋勝 大沼友美 服部沙由花 上野美可子
印刷／デジタルブレンド株式会社

佐藤千尋さん (獣医学科4年次)

今回のテーマが｢遠隔授業｣という

ことで、遠隔授業に必須アイテムで

あるパソコンをモチーフにしたキャラ

クターを人間の横に描きました。また、

日獣らしさを出せるように、シンボル

である一号棟を絵の中央に描いてみ

ました。真ん中にいるお星様の妖精

は遠隔授業の送信源のイメージで、

授業がそれぞれの生徒へ飛んでいく

様子を星に表して描いてみました。コロナで暗い世の中ですが、

表紙絵はポップで明るくしたかったので楽しい雰囲気がでるよう

に頑張りました。

#田舎のランニングロード
#痩せたい #気休め程度の運動

positive_thinking


